
第２号議案 

 

令和 4年度事業報告及び収支決算について 

 

Ⅰ 令和４年度事業報告 
 

当協会は、本県における国際交流活動の中核的機関として、県、市町、民間団体等と連携しつ

つ、県民参加の下、国際交流を推進するとともに、外国人住民への支援や多文化共生社会の担い

手づくりなど、多文化共生の社会づくりのため、各種の事業に取り組んでいる。 

多文化共生社会の担い手育成事業では、令和 3 年度に開始した綾川町をモデル地域とする多

文化共生のまちづくり事業に、1年目の成果を活かし、様々な人・機関と連携しながら、重点的に取

り組んだ。その他の事業については、新型コロナウイルスの感染対策を講じながら、国際理解を深

める機会を提供することを目的に講座やイベントを実施した。 

外国人住民への支援事業では、人権・法律に関する無料相談、通訳等ボランティア派遣のほか、

「かがわ外国人相談支援センター」の運営を引き続き行い、関係機関との連携のもと、相談対応や

情報提供などに取り組んだ。また、日本語講座、日本語サロンなど日本語面での支援、小・中学校

への日本語指導ボランティアの派遣やこどもにほんご教室の開催などによる外国にルーツをもつ子

どもたちへの支援なども、継続して実施した。特に今年度は、教育現場等で子どもたちの日本語学

習を支援するための知識を実践を交えながら学ぶ、外国にルーツをもつ子どものための日本語指

導ボランティア養成講座を初めて開催した。さらに災害時外国人支援事業では、香川県と当協会

の間で令和 2 年に締結した「香川県災害時多言語支援センターの設置・運営にかかる協定」に基

づき作成した運営マニュアルをもとに、アイパル香川にて災害時通訳等ボランティアを交えた多言

語情報伝達訓練を行うとともに、災害時外国人防災リーダー育成研修を 2 回シリーズで実施し、災

害時の外国人支援の体制づくりに努めた。 

また、香川国際交流会館の指定管理者として、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、

来館者等に快適な利用環境の提供や、利用者目線に立った円滑な管理運営に努めたほか、かが

わ国際フェスタなど集客力の高いイベントを開催し、会館の活性化を進めた。また、ホームページ

や SNSを活用して、会館利用者や外国人住民等へのきめ細やかな情報発信に取り組んだ。 

そのほか、当協会の活動への理解促進や活動基盤の強化を図るため、賛助会員制度の拡充に

努めた。 

 

一般管理運営 

法令や定款等に基づき、評議員会・理事会を適切に開催するほか、基本財産の効率的な運用

に努め、事業の円滑な推進と適切な協会運営に努めた。 

 

  



 

 [評議員会・理事会・運営委員会の開催状況] 

（書面による決議の省略の場合の開催年月日は、決議があったとみなされた日を記載） 

名称 開催年月日 開催場所 主要議題 

第 107回 

理事会 
R4.5.31(火) 

アイパル香川 

3階会議室 

1.「令和 3年度事業報告及び収支決算」 

2.「評議員会の招集」 

※「令和 3年度資金運用実績」 

※「理事長及び専務理事の職務の執行状況」 

第 43回 

評議員会 
R4.6.22(水) 

アイパル香川 

3階会議室 

1.「議事録署名人の選出」 

2.「令和 3年度事業報告及び収支決算」 

3.「理事及び監事の選任について」 

第 108回 

理事会 
R4.6.22(水) 

アイパル香川 

3階会議室 
1.「理事長及び専務理事の選任」 

第 109回 

理事会 
R4.6.29(水) 

書面による 

決議の省略 
1.「評議員の選任」 

第 44回 

評議員会 
R4.6.30(木) 

書面による 

決議の省略 
1.「評議員の選任」 

第 110回 

理事会 
R4.8.24(水) 

書面による 

決議の省略 
1.「評議員の選任」 

第 45回 

評議員会 
R4.8.25(木) 

書面による 

決議の省略 
1.「評議員の選任」 

第 111回 

理事会 
R5.1.30(月) 

書面による 

決議の省略 
1.「理事の選任」 

第 46回 

評議員会 
R5.1.31(火) 

書面による 

決議の省略 
1.「理事の選任」 

第 112回 

理事会 
R5.2.26(日) 

書面による 

決議の省略 
1.「理事の選任」 

第 47回 

評議員会 
R5.2.26(日) 

書面による 

決議の省略 
1.「理事の選任」 

運営委員会 R5.3.7(火) 
アイパル香川 

3階会議室 

1.「令和 4年度香川国際交流会館の利用状況」 

2.「令和 4年度語学研修事業」 

3.｢多文化共生のまちづくり促進事業｣ 

第 113回 

理事会 
R5.3.23(水) 

アイパル香川 

3階会議室 

1.「令和 5年度事業計画及び収支予算」 

2.「令和 5年度資金運用計画」 

※「理事長及び専務理事の職務の執行状況」 

第 114回 

理事会 
R5.3.30(木) 

書面による 

決議の省略 
1.「評議員及び理事の選任」 

第 48回 

評議員会 
R5.3.31(金) 

書面による 

決議の省略 
1.「評議員及び理事の選任」 

 ※は報告事項 

  



公 1 国際交流、国際協力の推進及び多文化共生社会の構築を目的とした事業 

公 1（1） 多文化共生社会の担い手育成事業 

公 1（1）－① 一般向け事業 

a. かがわ国際フェスタ （300千円） 

例年、日本人住民と外国人住民との交流・ふれあいの場の提供や県民の国際交流・国際協

力・多文化共生に対する理解の増進、さらには担い手である県内の国際交流団体や関係機関

相互の連携強化を目的に開催している。 

令和 4 年度は、新型コロナウイルス感染状況を踏まえ令和 3 年度に引続き、「かがわ国際

フェスタ月間」として、10 月 9日(日)のオープニングイベントを皮切りに１ヶ月間、県内国際交流

団体の展示とインターネットでの配信を中心に開催した。 

・期  間：令和 4年 10月 9日（日）～11月 8日(火) 

・場 所：アイパル香川館内 

・主 催：香川県、高松市、（公財）香川県国際交流協会、(公財)高松市国際交流協会 

（独）国際協力機構四国センター 

・運 営：かがわ国際フェスタ実行委員会 

・参加者： 約 7，800名 

・出  展： 27団体 

【イベント内容】 

◆オープニングイベント（10月 9日(日)）                     （交流フロアー） 

▪10：00～開会宣言 

・理事長挨拶、県国際交流員らによる５言語での開会宣言 

▪10：15～10:30附属高松小活動発表会 

 ・縦割り赤 3組の「世界とつながる！ピース×ピースプロジェクト」の活動発表 

・ユニセフ募金（アイパル香川 1階アイパルプラザ） 

▪10：45～12:15国際理解講座～秋～inフェスタ（特別編） 

 ・イギリス、アルゼンチン、韓国出身の国際交流員が「世界の火と光の祭典」をテーマに 

クラフト教室を実施 

・イギリス：「ジャック・オ・ランタン」 

・アルゼンチン：「ムニェコ・デ・フィン・デ・アニョ（年越し人形）」 

・韓国：「ヨンコッドン（ハスの花ランタン）」  

▪13：30～16:00映画上映＆講演・協力隊体験談 

 ・南スーダンとＪＩＣＡ事業の紹介（南スーダンからオンライン生中継） 

（発表者:山根 誠 ＪＩＣＡスーダン事務所次長 土庄町出身） 

・映画上映「戦火のランナー」 

・スーダンでのＪＩＣＡ海外協力隊体験談（タイからオンライン生中継） 

（発表者:千頭 佐和子 ＪＩＣＡ海外協力隊として 2 年間スーダンで活動。現在タイで

サッカー指導） 

◆県内国際交流団体活動紹介展示＆PR 動画配信              （アイパルプラザ） 

▪国際交流団体が出展し、活動状況等をＰＲするパネル展示を週替わりで実施するととも

に、PR動画を YouTubeチャンネルで配信した。 

◆ワールドレクチャーシリーズ in フェスタ（特別編：東南アジア編） 

▪10月 20日（木）14:00～16:00マレーシア 

（講師：ＪＩＣＡ四国 事業課長 深澤晋作） 

▪10月 27日（木）14:00～16:00フィリピン、インドネシア 



（講師：ＪＥＴＲＯ香川 所長 石原孝志 係長 北條恵理） 

◆かがわではたらく・まなぶ  外国人のためのアート作品展 

KAGAWA INTERNATIONAL ART COMPETITION ２０２２ 

▪作品展示（10月 29日(土)～11月 8日（火））               （アイパルプラザ） 

・香川県在住の外国人が制作したアート作品の数々を展示紹介した。 

b. 国際理解講座  （40千円） 

国際交流員が講師となり、それぞれの出身国について紹介することで、県民が外国の文化

や習慣、社会情勢等への理解を深める機会を提供した。講義形式に限らず、体験型の活動を

取り入れた様々な講座を開講した。 

・対 象：高校生以上の県民 

・時期及び実施回数：7月 2回、10月 1回※、12月 1回、1月 1回 計 5回 

※国際フェスタの中の 1プログラムとして実施。 

・定 員：夏・冬講座各 20名、秋講座 30名 

◇夏 
日時・会場 講座名･内容･講師 参加費 参加者数 

R4.7.3（日） 

10:00-11:30 

アイパル香川 

中 2 階交流フロアー 

第 1 回 [講義] 

自分らしい“美”を見つけたい！「韓国の美意識の変化」 

講師：鄭彩英（ジョン・チェヨン） 

世界トップクラスの美意識の高さを誇る韓国。韓国式のメイクや整形、

美容術は依然世界の注目の的である。しかし最近はありのままの自

分を見せる「クアンクメイク」も流行し、ナチュラル志向の若者が増え

ているという。韓国人の意識の変化や、最新メイク情報を、講義形式

で伝えた。 

800 円 
（賛助会員 

700円） 
17 名 

R4.7.16（土） 

10:00-12:00 

アイパル香川 

中 2 階交流フロアー 

第 2 回 [講義・体験] 

カナダ・ケベック州の誇るサーカス「シルク・ドゥ・ソレイユ」を知ろう！ 

講師：ギド・カルデリニ 

講師の出身地であるケベック州への理解を深める目的で、この地で

生まれた世界的エンターテインメント「シルク・ドゥ・ソレイユ」について

映像や音楽を交えながら紹介した。また手作りのボールで、ジャグリ

ング体験も実施した。 

800 円 
（賛助会員 

700円） 
16 名 

◇冬 
日時・会場 講座名･内容･講師 受講料 参加者数 

R4.12.4（日） 

10:00-11:30 

アイパル香川 

中 2 階交流フロアー 

第 1 回 [講義] 

サブカルチャーの発信地！「知る人ぞ知るイギリスの若者文化」 

講師：コリーン・マキョーン 

日本では「紳士の国」のイメージを強く持たれがちなイギリスである

が、実は世界有数のサブカルチャーの発信地でもある。講座では、

若者の間に流行した様々な UK ロックを音と映像で紹介し、それぞ

れの時代に出現した奇抜なファッションを、班対抗のクイズ形式で答

えてもらった。 

800 円 
（賛助会員 

700円） 
19 名 

R5.1.21（土） 

10:00-12:00 

アイパル香川 

中 2 階交流フロアー 

第 2 回 [講義・体験] 

南米アルゼンチンと、お隣の国・韓国の「“福”を呼び込む！楽しい

新年の迎え方」 

講師：ギド・カルデリニ、鄭彩英（ジョン・チェヨン） 

日本を含め、世界の多くの国において、正月は一年で最も大切な

節句である。講師の出身国である韓国とアルゼンチンではどのよう

に新年を迎えるのか、比較しながら講義形式で紹介するとともに、

各国の正月に定番のゲームも体験してもらった。 

800 円 
（賛助会

員 

700円） 

11 名 



◇秋 inフェスタ（特別編） 
日時・会場 講座名･内容･講師 受講料 参加者数 

R4.10.9（日） 

10:45-12:15 

アイパル香川 

中 2 階交流フロアー 

【世界の火と光の祭典～各国のお祭り紹介とクラフト教室～】 

「火と光」という共通のテーマの下、講師の出身国にはそれぞれど

のようなお祭りがあるのか、講義形式で紹介した。後半ではそれに

ちなんだアイテムを、3 つのブースに分かれて工作した。 

無料 

－ 

＜イギリス＞ [講義・体験] 

「ハロウィン」のジャック・オ・ランタンを作ろう！ 

講師：コリーン・マキョーン 

8 名 

＜アルゼンチン＞ [講義・体験] 

「フィエスタ・デ・フィン・デ・アニョ」のムニェコ・デ・フィン・デ・アニョ

を作ろう！講師：ギド・カルデリニ 

10 名 

＜韓国＞ [講義・体験] 

「燃灯会（ヨンドゥンフェ）」のヨンコッドン（ハスの花ランタン）を作ろ

う！講師：鄭彩英（ジョン・チェヨン） 

9 名 

 

c. 地球市民のための講座＆交流シリーズ                        （35 千円） 
講座やイベントを通して、幅広い世代に、楽しみながら世界のさまざまな国や文化について

理解を深める機会を提供した。また、当協会事業への継続的な参加者の増加を目指すととも
に、交流フロアー等を有効に活用し、会館の活性化も図った。 
令和 4年度は、2つの講座・イベントを実施した。 

・対 象：[No.1] 高校生以上 
[No.2] こどもにほんご教室の参加者 

・定 員：[No.1] 各 40名 [No.2] 15名  

日時・会場 講座名･内容･講師 受講料 参加者数 

[No.1] 

【Ｒ３年度持ち越し】 

第 2 回 R4.8.5(金) 

14:00～16:00 

アイパル香川 

3 階大会議室 

※第1回R4.1.20(木) 

実施済 

 

 

 

 

 

ワールドレクチャーシリーズ～ 

地球の「今」を知り、私たちの未来を考えよう～(東南アジア編) 

第 2 回「日本・ニュージーランドとの比較を通して見るタイの文化」                                  

(ポール・バテン) 

県内在住外国人の半数以上を占めている東南アジアの国にス

ポットをあて、それぞれの国の現状や歴史、社会、文化等につい

て学び、地域社会の多文化共生問題について考えてもらう機会と

なった。新型コロナウイルスまん延防止等重点措置の適用等によ

り延期となっていた第 2 回目(1 月 27 日(木))の講座を日程変更し

実施。 

※第 1 回「インドネシアにおける多様性と多文化共生」  

講師：うぃどさり Widasari 代表 大石 麻未 

1,000 円 

（賛助会

員 

900 円） 

26 名 

【Ｒ４年度】 

第 1 回 R4.10.20(木) 

第 2 回 R4.10.27(木) 

14:00～16:00 

アイパル香川 

3 階大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

ワールドレクチャーシリーズ in フェスタ（特別編） 

～地球の「今」を知り、私たちの未来を考えよう～ 

第 1 回「マレーシアとマレーの違いをご存じですか？」  

講師：（独）国際協力機構四国センター 業務課長 深澤 晋作 

第 2 回  

➀「愛すべき隣人、未来志向の国フィリピン」 

講師：(独)日本貿易振興機構 香川事務所 所長 石原 孝志 

②「インドネシアの今 ～活気あふれる都市と豊かな自然～」  

講師：(独)日本貿易振興機構 ジャカルタ事務所 北條 恵理 

県内在住外国人の半数以上を占めている東南アジアの国にス

ポットをあて、それぞれの国の現状や歴史、社会、文化等につい

て学び理解を深めるとともに、自分たちの地域をふりかえり、地域

社会における多文化共生の問題について考えてもらう機会となっ

た。 

無料 

第 1 回 

17 名 

第 2 回 

20 名 



 

ｄ. 多文化共生のまちづくり促進事業                             （59千円） 

県内の多文化共生の地域づくりを促進することを目的として、県・市町と連携しながら、地

域住民の意識啓発を中心に、外国人住民が地域社会に受け入れられるための環境づくりに

取り組んでいる。 

令和 4年度は、昨年度開始した、綾川町をモデル地域とする技能実習生等の外国人住民

と日本人住民との交流の場づくりを中心とした多文化共生のまちづくり事業に引き続き取り組

んだ（香川県、綾川町共催）。2年目となる今年度は、昨年度の成果を活かし、町や多文化共

生のまちづくりサポーター（以下、「まちづくりサポーター」）、香川大学の学生プロジェクト「綾

川まちづくりプロジェクト With」（以下、「With」）等と連携しながら交流の場づくりを行うとともに、

町がより主体的に取り組む体制へと移行することに留意しながら、取組が継続していくための

環境づくりに取り組んだ。中でも、まちづくりサポーターや With のメンバーが主体的に行う活

動の支援に特に力を入れた。 

また、今年度は新地域として小豆島町でのまちづくり事業が開始されたが、小豆島町での

取組を県が、綾川町での取組を当協会がそれぞれ中心となって進めた。なお、事業実施に

あたっては、（一財）自治体国際化協会の助成金（県国際課から申請）及び綾川町の負担金

を主な財源とした。 

当協会が主催したイベントは次のとおり。いずれも参加費は無料。 

[No.2] 

R4.7.29(金) 

11:30～12:30 

アイパル香川 

中 2 階交流フロアー 

「みんなで楽しく交流しよう！」 

アイパルこどもにほんご教室の参加者を対象に、よりお互いのことを

深く知り合えるようなゲームをしたり、子どもたちが母国のことを紹介

する先生になる時間を作るなど、楽しみながら交流した。 

無料 17 名 

日時・会場 イベント名・内容等 参加者数 

R4.8.20(土)～8.29(月) 

10:00～21:00 

イオンモール綾川  

イエローコート 

「愛♡綾川 in イオン」 

[主催]綾川町多文化共生のまちづくりサポーター、綾川

町、香川県、(公財)香川県国際交流協会 

[協力]イオンモール綾川 

町内の技能実習生や受入企業等について紹介する

ためのパネル展。展示にあわせ、多文化共生に関する

簡単なアンケートも実施した。 

― 

R4.10.23(日) 

13:00～16:00 

滝宮地区（滝宮天満宮・

滝宮公園・道の駅滝宮

等） 

「綾川町まちめぐり！ 

外国人・日本人住民のふれあいツアー」 

[主催]綾川町多文化共生のまちづくりサポーター、綾川

町、香川県、(公財)香川県国際交流協会 

[協力]ほくろ屋菓舗 

外国人住民と日本人住民がクイズやゲーム等を楽し

みながら町内の観光スポット等を回り、交流した。 

30 名 

（日本人住民 12

名、技能実習生 9

名、まちづくりサ

ポー ター 4 名 、

Withメンバー3名、

通訳ボランティア 1

名、見学者 1 名） 

R4.11.19(土) 

13:00～17:00 

綾川町綾南農村環境改善

センター2 階多目的ホー

ル 

「多文化共生フォーラム in あやがわ」 

[主催] 綾川町、JICA 四国、香川県、（公財）香川県

国際交流協会 

ファシリテーター：伊沢令子氏（特定非営利活動法

人 NIED・国際理解教育センター代表） 

今後のまちづく事業に反映させるため、参加型のワー

クショップを通して、地域の多文化共生の現状・課題につ

いて理解を深め、多文化共生社会を実現するにはどうし

たらよいか、日本人住民と外国人住民が話し合った。  

27 名 

（日本人住民17名、

外国人住民7名、通

訳 3 名） 



また、町等が主催した以下のイベントの開催に協力した。 

 

その他、町が中心となって外国人住民対象アンケート調査、多文化共生推進連絡会、

綾川町職員研修、自治公民館長研修、また、県が中心となって事業成果報告会を実施

した。 

 

e. やさしい日本語研修                                      （13 千円） 

やさしい日本語の県内全域への普及を目指し、やさしい日本語研修を開催したり、県や市

町等からの依頼に応じて、依頼機関が実施する研修の講師として職員を派遣した。 

 

〈講師派遣〉 

 

内 容： 

・地域の外国人住民の現状に関する紹介 

・やさしい日本語の特徴やつくり方のルール等に関する説明 

・やさしい日本語の練習（書き換え練習、ポスター作成、ロールプレイ等） 

・在住外国人との交流（さぬき市及び香川県立農業大学校での研修） 

講 師：山下 理香・山神 藍［当協会職員］ 

講師派遣料：原則として 1回あたり（2時間まで）10,000円（交通費込） 

 

 

 

 

日時・会場 イベント名・内容等 参加者数 

R4.9.18(日) 

18:00～21:00 

綾川町商工会和室 

綾川町ふれあい運動公園  

「浴衣体験イベント in あやがわ」 

[主催]綾川町、香川大学綾川まちづくりプロジェクト

With 

[協力]綾川町商工会、（公財）香川県国際交流協会 

地元のボランティアに協力いただき、町内の技能実

習生が浴衣を着て、ボランティアやまちづくりサポーター

等と交流しながら地域のお祭りを体験するイベント。 

※台風の影響により中止。 

― 

R4.12.4(日) 

18:00～20:00 

綾川町ふれあい運動公園 

人工芝グラウンド 

「国際交流フットサルイベント in あやがわ」 

[主催]綾川町、UDN香川 FC、リープスト 

[協力]ベースゼロ、香川県、（公財）香川県国際交流協

会 

昨年度からの継続イベント。今年度は町が中心とな

り、地元の女子サッカーチームほか、企業や商工会とも

連携して実施。フットサル教室や交流ゲーム等を通し

て、技能実習生と地域住民とが交流し、親睦を深めた。 

38 名 

（日本人住民 11

名、技能実習生 13

名、通訳 1 名、ま

ちづくりサポーター

2 名、サッカー及

びフットサル選手

11 名）  

日時・会場 依頼機関 参加対象・人数 

R4.12.10(土) 9:45～12:00 

さぬき市役所 3 階会議室 
さぬき市（担当：人権推進課） 

さぬき市民等：18 名 

外国人ゲスト：13 名 

R5.1.31(火) 13:00～16:10 

香川県立農業大学校 

香川県立農業大学校 

※1 年生の選択科目「異文化コミュニ

ケーション」の一環として実施。 

同学 1 年生：16 名 

外国人ゲスト：5 名 

R5.2.16(木) 10:00～12:00 

東かがわ市役所 3 階会議室 
東かがわ市（担当：人権推進課） 東かがわ市役所職員：15 名 



〈当協会主催〉 

内 容:  

・地域の外国人住民の現状に関する紹介 

・やさしい日本語の特徴やつくり方のルール等に関する説明 

・やさしい日本語の練習（書き換え練習、ロールプレイ等） 

・在住外国人との交流 

講 師：山下 理香・山神 藍［当協会職員］ 

 

f. ホームステイ・ホームビジット   （26 千円） 

【ホームステイ】 

例年は、本県を訪れている外国人に、ホストファミリー宅でのホームステイを通じ、日本人と

の交流、日本の家庭での日常生活を体験する機会を提供するとともに、県民に外国人の受

入れを通して、異文化理解を深めるための機会を提供すること、また、県内の国際交流団体

や国際交流に意欲的な県民とのつながりを強化することを目的として、ホストファミリーの登録、

ホームステイ受入家庭の募集と紹介を行っている。新型コロナウイルスの影響により、令和 4

年度のホームステイは中止とした。 

・ホストファミリー登録件数：111件 （令和 3年度 130件） 

・対 象： 自治体、大学など公的な団体による研修プログラムで来県する外国人 

【ホームビジット】 

例年は、本県に滞在している留学生に、香川県留学生等国際交流連絡協議会が実施する

「外国人学生かがわホームビジット事業」を通じ、日本人との交流、日本の家庭での日常生活

を体験する機会を提供するとともに、県民に留学生の受入れを通して、異文化理解を深めるた

めの機会を提供すること、また、県内の国際交流団体や国際交流に意欲的な県民とのつなが

りを強化することを目的として、ホストファミリーの登録、ホームビジット受入家庭の募集と紹介を

行っている。令和 4年度は、夏季にオンライン交流会、冬季に対面型ビジットを実施した。 

・ホストファミリー登録件数：111件 （令和 3年度  130件）  

・対 象： 県内の大学や日本語学校等に在籍する外国人留学生 

・定 員： 各季 20家庭程度 

・参加者数：夏季 12家庭、冬季 17家庭 

 

公 1（1）－② 若年層向け事業 

a. アイパル・JICA高校生カレッジ                   （42 千円） 

これからの社会を担う人材育成の一環として、県内の高校生を対象に、外国人住民をはじめと

するさまざまな人との交流を通して、世界の国・地域について理解を深めるとともに、自分の国や

文化、また、自分自身について改めてふりかえり、視野を広げるための機会を提供することを目

的に、JICA四国との共催で毎年講座を実施している。 

令和 4 年度は、昨年度新型コロナウイルスの影響で中止となった講座をオンライン形式で実施

開催日時・会場等 研修名等 参加対象・人数 

R4.7.1(金) 18:00～20:00 

アイパル香川 3階第 1会議室 

With メンバー対象やさしい日本語研修 

※香川大学綾川まちづくりプロジェクト With との共

催。綾川町における多文化共生のまちづくり事業及

び実践型インターンシップの一環として実施。 

With メンバー：8 名 

外国人ゲスト：6 名 

R4.9.11(日) 13:00～16:00 

丸亀市市民交流活動セン

ターマルタス 2 階 ROOM3･4 

 

「やさしい日本語を学ぼう～外国人とやさしい日本語

で交流してみませんか～」 

※丸亀市国際交流協会との共催。 

丸亀市民等：19 名 

外国人ゲスト：10 名 



した。 

・講座名：「中東の国ヨルダン＆シリアについて知ろう 

～シリア出身のゲストや青年海外協力隊 OB・OGのみなさんと交流しよう～」 

・日  時： 令和 4年 8月 20日(土) 13:00～16:00 

・定  員： 20名 

・参加者数： 15名 

・内  容： 第 1部 アイスブレイク、青年海外協力隊トーク、プチアラビア語講座 

第 2部 シリア紹介英語トーク、協力隊 OB紹介トーク、交流タイム 

・講  師：岩﨑 美和子[青年海外協力隊 OG／派遣国：ヨルダン、職種：体育] 

・ゲ ス ト： 〈シリア出身在住外国人〉ナエル・トルク 

［高松市内小中学校外国語指導助手（ALT）］ 

〈青年海外協力隊 OB〉岩井隆志［派遣国：ヨルダン、職種：環境教育] 

松下倫尚［派遣国：ヨルダン、職種：環境教育] 

  b. 国際理解教育セミナー                                             （14 千円） 

学校現場等における国際理解教育の促進を図るため、教育関係者等を対象に、国際理解

教育に対する理解を深め、実践力を高めるとともに、関係者間のつながりを強化する機会を提

供することを目的として、JICA四国との共催で毎年実施している。 

令和 4 年度は、「多文化共生～共につくろう、香川の未来～」をテーマに、地域社会に

おいて多文化共生社会の実現に取り組む人材の育成をねらいとして、以下のとおり実施

した。 

・日 時： 令和 5年 2月 5日（日）10：00～16：30 

・主催等： 【主催】（公財）香川県国際交流協会、（独）国際協力機構四国センター 

【後援】香川県教育委員会、高松市教育委員会 

・定 員： 30名 

・参加者数： 20名(うち外国人住民 1名)  

・内 容： 

ⅰ ワークショップ 

セッション 1「異文化理解から多様性尊重へ～人と世界の多様性と同一性～」 

セッション 2「課題解決からビジョン達成へ～誰もが生きやすい豊かな社会のために～」 

ファシリテーター：伊沢 令子（特定非営利活動法人ＮＩＥＤ・国際理解教育センター代 

表、中京大学・愛知学院大学・愛知淑徳大学非常勤講、オルタナティブ・スクールあい 

ち惟の森 代表） 

ⅱ 実践報告 

①「在住外国人向け防災ワークショップについて」 

発表者：独立行政法人国際協力機構四国センター（JICA四国） 

②「綾川町における多文化共生のまちづくり事業について 

発表者：公益財団法人香川県国際交流協会 

c. アイパル訪問                                         （0 千円） 

教育機関や行政機関等からの要請を受け、受入れを実施。施設案内や依頼機関のニーズ

に合わせた講座を通して、若い世代を中心に、県民の多文化共生や異文化に対する関心・理

解の促進を図るとともに、当館や当協会の活動について知ってもらい、施設の利用や事業へ

の参加を促した。令和 4年度は教育機関からの要請を受け 409名を受け入れた。 



 日時・会場 対象 内容 

1 

R4.4.20（水） 

10：00～11：30  

三豊市山本町公民館 

※講師派遣で実施 

やまもとセミナー受講者 

計 24 名 

・県内外国人住民現状紹介 

・多文化共生の問題とそれに対する取組 

（当協会の事業）紹介 

・言葉が分からない体験 

・国際交流員からの体験談等 

2 

R4.5.10（火） 

9:30～10:15 

5・6会議室、2・3会議室 

浅野小学校 

2 年生 53 名 

教員 3 名 

計 56 名 

・県内外国人住民現状紹介 

・多文化共生の問題とそれに対する取組 

（当協会の事業）紹介 

・言葉が分からない体験 

・国際交流員の体験談等 

3 

R4.5.10（火） 

10:30～11:15 

5・6会議室、2・3会議室 

浅野小学校 

1 年生 48 名 

教員 3 名 

計 51 名 

・県内外国人住民現状紹介 

・多文化共生の問題とそれに対する取組 

（当協会の事業）紹介 

・言葉が分からない体験 

・国際交流員の体験談等 

4 

R4.5.17（火） 

13:30～15:00 

大会議室 

浅野小学校 

6 年生 72 名 

教員 5 名 

計 77 名 

・県内外国人住民現状紹介 

・多文化共生の問題とそれに対する取組 

（当協会の事業）紹介 

・言葉が分からない体験 

・国際交流員の体験談等 

5 

R4.5.17（火） 

13:30～15:00 

大会議室 

浅野小学校 

6 年生 62 名 

教員 4 名 

計 66 名 

・県内外国人住民現状紹介 

・多文化共生の問題とそれに対する取組 

（当協会の事業）紹介 

・言葉が分からない体験 

・国際交流員の体験談等 

6 

R4.5.24（火） 

9：30～11：00  

大会議室 

浅野小学校 

4 年生 57 名 

教員 4 名 

計 61 名 

・県内外国人住民現状紹介 

・多文化共生の問題とそれに対する取組 

（当協会の事業）紹介 

・言葉が分からない体験 

・国際交流員の体験談等 

7 

R4.5.24（火） 

13：00～14：30  

5･6 会議室、2･3 会議室 

浅野小学校 

3 年生 58 名 

教員 3 名 

計 61 名 

・県内外国人住民現状紹介 

・多文化共生の問題とそれに対する取組 

（当協会の事業）紹介 

・言葉が分からない体験 

・国際交流員の体験談等 

8 

R4.7.5（火） 

13：00～14：30  

交流フロアー 

香川大学教育学部 

大学生 12 名 

教授 1 名 

計 13 名 

・県内外国人住民現状紹介 

・多文化共生の問題とそれに対する取組 

（当協会の事業）紹介 

・言葉が分からない体験 

・国際交流員の体験談等 

 

d. インターン・職場体験受入                                  （0 千円） 

教育機関からの要請を受け、受入れを実施。業務体験のほか、講座の見学や国際交流員

との交流などを通して、当協会の活動、また、多文化共生の問題や異文化に対する理解を深

める機会を提供した。 

【インターンシップ】 
 日時 対象 人数 内容 

1 

7 月～9 月 

香川大学 

（体験型インターンシップ） 
3 名 

・生活ガイドブックウェブサイト版データ収集作業 

・こどもにほんご教室補助、教材作成 

・外国語講座アンケート集計  

・かがわ国際フェスタ補助 等 
2 

香川大学 

（鍛えあげインターンシップ） 
2 名 

3 4 月～3 月 
香川大学 

（実践型インターンシップ） 
12 名 ・多文化共生のまちづくり促進事業 



 日時 対象 人数 内容 

4 

8 月 17 日(水) 

～ 

8 月 27 日(土) 

※内 10 日間 

高松短期大学 

(ビジネス実習) 
3 名 

・日本語講座の準備や書類作成 

・外国語講座アンケート集計 

・ちらし発送作業 

・綾川町における多文化共生のまちづくり事業の

パネル展示への参加 等 

   ※職場体験の受入なし 

 

公１（2） 外国人住民支援事業 

公１（2）－① 生活支援事業 

a. 通訳等ボランティア派遣                       （43 千円） 

日本語での意思疎通が困難な外国人のサポートや、外国人住民と日本人住民の相互理解

等を目的として、通訳等ボランティアの募集・登録・派遣を行った。 

【登録】登録申込書提出者への登録証発行（1月に 1回ペース） 

更新希望者への登録証発行（年末） 

▼登録者数 

区分 
令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度 

登録者数（うち外国人） 登録者数（うち外国人） 登録者数（うち外国人） 

通訳（28 言語※） 238 名（121 名） 249 名（123 名） 271 名（136 名） 

国際理解 100 名（54 名） 109 名（58 名） 126 名 （70 名） 

日本語指導 171 名（36 名） 173 名（38 名） 189 名 （44 名） 

日本文化等理解 56 名（13 名） 63 名（15 名） 72 名 （16 名） 

登録者実数 326 名（125 名） 332 名（126 名） 359 名（139 名） 

▼登録言語 

イタリア語・インドネシア語・ウクライナ語・ウルドゥー語・英語・オランダ語・韓国語・広東語

（中国）・クメール語（カンボジア）・スペイン語・タイ語・タガログ語（フィリピン）・チェコ語・

中国語・中国語（繫体字）・ドイツ語・ネパール語・ハワイ語・ヒンディー語・フランス語・ブ

ルガリア語・ベトナム語・ベンガル語（バングラデシュ）・ポーランド語・ポルトガル語・ミャン

マー語・ラオ語・ロシア語  計 28言語 

【派遣】派遣要請書に基づきアレンジ、報告書受け取り、実績入力（随時） 

▼派遣実績 
 通 訳 国 際 理 解 日本語指導 日本文化等理解 合 計 

派遣件数 35 7 45 0 87 

延べ派遣回数 36 7 362 0 405 

延べ活動時間 85 14 610 0 711 

▼派遣要請者 

外国人住民、行政機関（教育委員会、国際・観光・交流関係部局等）、保健福祉・医療機

関、実習生受入企業等 

 

【その他】通訳等ボランティア専用図書の貸出 

 

 



b. 接見通訳派遣                                                      （62 千円） 

外国人住民が警察に逮捕された場合等に、言葉の壁が障害となり、権利を主張できなかっ

たり、不利益を被ったりすることのないよう、香川県弁護士会の要請で、被疑者への弁護士の

接見時に通訳を派遣した。 

・派遣日：香川県弁護士会からの要請により随時対応 

・派遣場所：県内の警察署等 

・費 用：1案件 1人につき初回のみ当協会が通訳派遣にかかる費用を負担 

・派遣件数：6件（中国語 4件、ベトナム語 2件） 

ｃ. 人権法律相談・行政書士相談                               (23千円) 

日常生活で人権、法律上のトラブルや、在留資格等に関する疑問等を抱えた外国人住民

を支援することを目的に、弁護士と法務局職員による法律相談並びに行政書士による相談を

無料で実施した。 

【人権法律相談】 

・対  象：外国人住民または外国人住民に関わりのある県民 

・日 時：原則として毎月第 3金曜日 13:00～15:00 

       ※実施日が祝日にあたる場合は第 2金曜日 

・利用料：無料（ただし 1案件に限り 1回の相談に限る） 

・通訳手配：無料（ただし要望があった場合のみ） 

・相談件数：7件（フィリピン 4件、ベトナム・ペルー・メキシコ各 1件） 

・主な相談内容：離婚、交通事故、労働関係、借金返済、インターネット詐欺等 

【行政書士相談】 

・対  象：外国人住民または外国人住民に関わりのある県民 

・日 時：原則として毎月第 1火曜日 11:00～13:00 

 ※実施日が祝日にあたる場合は第 2火曜日 

・利用料：無料（回数の制限なし） 

・通訳手配：有料 

・相談件数：3件（インド・中国・フィリピン各 1件） 

・主な相談内容：在留資格、起業 

d. かがわ外国人相談支援センター運営（生活相談）［県からの受託事業］    （8,678千円） 

平成 31 年 4 月に施行された出入国管理法により、在留外国人が増加することが見込まれ

ることから、外国人住民の在留手続、雇用、医療・福祉、出産・子育て、教育など生活全般に

関する相談窓口として、県が平成 31 年 4 月に「かがわ外国人相談支援センター」を開設して

以降、協会が運営を委託されている。 

令和 4年度からはベトナム語で対応できる相談員を週 1回配置するなど、外国人住民等か

らの相談に多言語で対応し、助言や情報提供を行ったり、適切な相談機関を紹介したりする

ことで、日本語や日本の生活に不慣れな外国人住民の情報不足の解消を図り、より安心して

豊かな暮らしを営むための支援を行った。 

・相談日： 火曜日～日曜日 9：00～16：00 

・相談方法及び件数：来訪 262件、電話 240 件、メール等 18件  計 520件 

                                     （令和 3年度 352件） 

 



【相談内容別件数】               【国籍別相談件数】 
№ 項             目 件数  国  籍 相談者 国  籍 相談者 

1 日本語学習 114  中国 79 カナダ 4 

2 通訳・翻訳 65  ベトナム 35 オーストラリア 4 

3 雇用・労働 43  フィリピン 31 ナイジェリア 4 

4 入管手続 40  インドネシア 23 ミャンマー 3 

5 交通・運転免許 14  ネパール 23 カンボジア 2 

6 教育（学校・大学・国際学校） 13  アメリカ 12 トルコ 2 

7 医療 13  台湾 7 ジャマイカ 2 

8 出産・子育て 13  スリランカ 7 ペルー 2 

9 ウクライナ関係 13  バングラデシュ 6 ルワンダ 2 

10 社会保険・年金 12  ブラジル 6 南アフリカ 2 

11 身分関係 結婚/離婚/ＤＶ等 11  イギリス 6 フランス 1 

12 住宅 10  韓国 5 オランダ 1 

13 コロナウイルス関係 9  タイ 5 ブルンジ 1 

14 税金 3  マレーシア 5 コンゴ   1 

15 防災・災害 0  パキスタン 5 カメルーン   1 

16 その他 147  メキシコ 5 ジンバブエ 1 

 合  計 520  ベルギー 5 日本 206 

※№1～16 の項目は国の調査項目に準ずる  インド 4 不明 8 

    ロシア 4 ― 0 

       合   計 520 

e. 留学生住宅確保支援                                     （2 千円） 

留学生が安定した住居環境の中で安心して学究生活を営めるよう、留学生が民間アパート

等を賃借する際に、協会が連帯保証を行った。 

・当年(令和 4年)度末 利用者数：7名 （香川大学 4名 高松大学 3名） 

・前年(令和 3年)度末 利用者数：6名 （香川大学 2名 高松大学 4名） 

・年度内新規利用者数：6名       （香川大学 4名 高松大学 2名） 

・年度内解約者数：4名          （香川大学 2名 高松大学 3名） 

f. 多言語生活ガイドブックウェブサイト構築［県からの受託事業］      （1,061 千円） 

日本語での意思疎通が困難な外国人住民が、香川県での生活に速やかに適応できるよう、日

常生活に必要な基本知識や情報をまとめた生活ガイドブック「くらしらいぶらりー」のウェブサイト

を、やさしい日本語・英語・中国語・ベトナム語・タガログ語に加え、インドネシア語で作成した。 

g. 外国人住民災害時支援［県からの受託事業］                     （155 千円） 

外国人住民を災害弱者にしないため、大規模災害発生時の迅速かつ円滑な外国人への

情報提供ができるよう、以下の訓練や研修を実施した。 

◇災害時における多言語情報伝達訓練 

・日 時： 令和4年11月3日（木・祝）  

・会 場： アイパル香川 

・参加費： 無料 

・対象者： 災害時通訳等ボランティア、職員（香川県国際課・（公財）香川県国際交流協会） 

・内 容： (1)講義「災害時の外国人対応と活動事例」 

(2)講義「香川県災害時多言語支援センターについて」 

(3)災害時多言語支援センター設置運営訓練 

           ①設置運営訓練  <職員訓練> 

           ②情報多言語化訓練 <災害時翻訳者訓練・職員訓練> 



・講 師： （公財）佐賀県国際交流協会 企画交流課長 矢冨 明徳 

・参加者数： 災害時通訳等ボランティア 8名 

職員 計16名 

（香川県国際課 9名（内国際交流員 3名）、（公財）香川県国際交流協会 7名） 

※その他 見学者1名（丸亀市国際交流協会職員） 

 

◇災害時外国人地域防災リーダー育成研修 

・参加費： 無料 

・対象者： 日本語での会話が可能な外国人住民で、リーダーの役割を担いうるなどの条 

件を満たす者、災害時通訳等ボランティア登録者 等 

・各回概要：  

＜第1回＞ 災害に関する基礎知識を学ぶ 

実施日時： 令和5年2月11日（土・祝） 13:00～17:00  

参加者数： 12ヶ国18名（8言語） 

内 容：  
内 容 会 場 

講義  

 

「香川県の災害や地域の取組について知る」 

（講師：香川県防災士会 高松南支部長 田口大作） 

アイパル香川 

体験 避難所体験 （指導：高松市総務局危機管理課） アイパル香川 

体験 119番通報体験 （指導：高松市消防局情報指令課） アイパル香川 

 ～バスで移動～  

体験 災害体験（消火・暴風・煙避難・地震）、備蓄品紹介 香川県防災センター 

＜第2回＞ 

実施日時： 令和5年2月26日（日） 13:30～17:00  

参加者数： 10ヶ国18名（8言語） 
内 容 会 場 

講義  

 

「外国人防災リーダーに期待される役割とは」 

（講師：（特活）多文化共生マネージャー全国協議会  

副代表理事 髙木和彦） 

アイパル香川 

講義 「香川県における災害時の外国人対応」 

（公財）香川県国際交流協会 

アイパル香川 

体験 「災害発生時の外国人への情報伝達を考える」 

(進行：(特活)多文化共生マネージャー全国協議会 

         副代表理事 髙木和彦) 

アイパル香川 

 

公１（2）－② 日本語支援事業 

a. 日本語講座 （1,734 千円） 

外国人住民が、安心して生活するために必要な日本語を習得できるよう、日本語を初めて

学ぶ学習者を対象とする「入門 1」から、初級修了程度の日本語力を身につけることを目的と

する「日本語 3」までの 5つのレベルで開講した。内、前期の平日の入門 1クラスについては、

「入門集中クラス」として開講した。 

・ク ラ ス： 前期 6 クラス、入門集中クラス 1 クラス、後期 7 クラス 

・受講料： 前期・後期クラス 4,000円（申込時に開講期間の半分を過ぎていれば半額） 

      入門集中クラス 3,500円（申込時が 8 回目以降であれば 1,800円） 

 



・クラス別受講者数（延べ）： 

 

b. 日本語サロン （10 千円） 

外国人住民の日本語学習を支援するとともに、生活相談や社会知識の習得、情報収集の

ための機会、地域社会における居場所を提供した。同時に、支援を行うボランティアに活動の

場を提供した。 

・日 時： 毎週火曜日 10：00～12：00、毎週木曜日 18：00～20：00 

・会 場： アイパル香川 中 2階交流フロアー（火） ライブラリー（木） 

・回  数： 全 71回 

・延べ参加者数： 外国人 175名  ボランティア 536名  合計 711名 

※毎週火曜日は会館活性化事業として実施（延べ参加者数 500名） 

 

公１（2）－③ 外国にルーツをもつ子どもの支援事業 

a. 小・中学校における児童生徒への日本語学習支援                 （182 千円） 

外国にルーツをもつ子どもたちが進学や就職を含め、長期的に日本で暮らしていくための

環境づくりをサポートすることを目的として、県及び市町教育委員会からの依頼に応じ、日本

語指導及び教科学習の補助を行うボランティアを小・中学校に派遣し、日本語学習の支援を

行うとともに、様々な相談に対応するなど、包括的なサポートを実施した。 

【日本語指導】 

・派遣期間： 令和 4年 7月から令和 5年 3月 

・延べ指導回数： 99回、133時間 

・派遣校数： 4校 （小学校（3）、中学校（1）） 

・児童生徒数： 6名 （小学 4年生（1）、6年生（4）、中学 1年生（2）） 

【通訳】 

・派遣日：令和 5年 1月 27日 

・派遣回数：1時間、1回 

・内容：志度中学校入学説明会における通訳 

・派遣者数：1名 

b. 日本語ボランティア養成講座                               （98 千円） 

外国人住民が生活に必要な日本語や地域に根ざした社会知識を身につけるために欠か

せない、地域の日本語教室の運営の要となる日本語指導ボランティアの育成を目的として実

施している。 

今年度は、教育現場等で外国にルーツをもつ子どもたちの日本語学習や、学校の教科学

習をサポートするボランティアを育成する講座を、全 7回で開催した。 

・日時及び回数： 令和 4年 8月 21日（日）から 10月 2日（日）までの毎週日曜日 

10:00～12:00（全 7回） 

・会 場： アイパル香川 

・内 容： 

 

期    間 
入門 1 入門 2 日本語 1 日本語 2 日本語 3 

計 
木 土 木 土 木 土 木 土 木 土 

前期 5/7～9/22 ― 7 ― 9 4 3 ― 8 ― 10 41 名 

後期 10/13～3/4 ― 9 11 5 ― 5 4 1 ― 11 46 名 

入門集中 8/16～9/16 9 ― 9 名 

合     計 25 25 22 13 21 96 名 



回 日 内       容 

1 8/21 【はじめに】 

香川県の外国人住民の状況 

外国にルーツをもつ子どもの背景 

香川県の子どもへの日本語学習支援の現状 等 

2 8/28 【子どもへの日本語教育】 

3 9/4 【日本語文法等の基礎】 

文字、動詞や形容詞の種類や活用、文型等  4 9/11 

5 9/18 【やさしい日本語】 

6 9/25 【教室活動実践報告】 たどつちょうにほんご教室 

7 10/2 【ケーススタディ】 

【教室活動視察のふりかえり】 

・講 師：  

児島 由佳（当協会日本語講師、教育活動支援員） 

松原 千代子（多度津小学校 日本語初期指導教室 日本語指導担当教員） 

木下 眞知子（教育活動支援員、地域日本語教室ボランティア、当協会日本語講師） 

・受講料： 5,500円 

・受講者数： 20名 

c. アイパルこどもにほんご教室  （226 千円） 

県内に住む外国にルーツをもつ子どもたちに対し、日常生活や教科学習に必要な日本語

力と教科学習能力を身につけるための機会及び地域社会における居場所を提供することを

目的として実施。個別の日本語指導や教科学習の補助、楽しみながら日本語に接し、参加者

同士が交流できるような活動等を行った。 

・実施回数及び時間：夏季 6回、春季 4回、10：00～12：00 

・対 象：日本語の支援を必要とする外国にルーツをもつ原則として 9 歳から 15 歳(小学

3年生～中学 3年生)くらいまでの子ども  

・会 場：アイパル香川 中 2階交流フロアー・3階会議室 

・参加費：夏季 900円（賛助会員 800円）、春季 800円（賛助会員 700円） 

・指導スタッフ数：当協会日本語講師、日本語指導ボランティア、大学生等 

夏季 34名、春季 23名 
 開催日 参加児童・生徒数（実数） 

夏季 
R4.7.27（水）、28（木）、29（金） 

8.2（火）、3（水）、4（木） （全 6 回） 

6 か国 17 名（ネパール、インドネシア、フィリピン、

中国、インド、ハイチ） 

春季 
R5.3.25（土）、28（火）、29（水）、30（木） 

（全 4 回） 

6 か国 16 名（中国、ネパール、イスラエル、インド、

フィリピン、ハイチ） 

 

◇保護者対象の相談会 

子どもたちの日本語学習の状況、ニーズ等について情報を共有しながら、保護者が抱

えている疑問や悩み等について話し合った。 

 

 

 

 

d. 日本語教育指導者支援（再掲）                               （0千円） 

外国にツールをもつ子どもたちに効果的な日本語指導が行われるよう、日本語指導に携

わる関係者を対象に、指導に役立つ教材や指導方法等について学ぶ機会を提供している。 

今年度は、教育現場等で外国にルーツをもつ子どもたちの日本語学習や、学校の教科

学習をサポートするボランティアを育成する講座として開催した。 

 開催日 参加児童・生徒数（実数） 

夏季 R4.7.29（金） 6 組 7 名（ネパール、フィリピン、インド、日本） 

春季 R5.3.25（土） 6 組 6 名（インド、中国、ネパール、日本） 



 

公 1（3） 国際協力事業 

a. 海外技術研修員受入                                   （1,366千円） 

南米香川県人会及び友好提携団体等を通じて技術研修員を受入れ、研修及び県民との交

流を行うことにより、研修員が本県の経済・社会・文化等について理解を深め、南米香川県人

会及び香川県の友好提携団体等の活動に寄与するなど、本県との友好交流に貢献できる人

材となるよう育成することを目的として実施している。令和 4年度は、日本国政府の感染拡大防

止策及び日本国内の感染状況を鑑み、研修期間を 6 ヶ月に変更して実施した。 

・期 間：令和 4年 9月 30日～令和 5年 3月 23日  

・受入人数：1名 

・研 修 先：(有)猪子デザイン研究室、香川県立ミュージアム 

b. 南米次世代人材育成研修員受入［県からの受託事業］              （3,518 千円） 

南米における香川県人会の会員から選出された者を研修員として受入れ、日本語研修や

香川県民との交流を通して、我が国及び本県の経済・社会・文化等について理解を深める機

会を提供し、今後の県人会活動及び出身国や県人会と本県との交流の活性化に貢献しうる人

材を育成することを目的として実施している。 

・期 間： 10月～3月 

・受入人数： 2名 

・研修先： 専門学校穴吹ビジネスカレッジ日本語学科 

香川県総務部知事室国際課・当協会 等 

c. 南米県人会運営助成 （984 千円） 

南米 4 カ国への香川県からの移住者及びその家族等から成る県人会の会員の福利厚生の 

充実、会の円滑な運営等に資することを目的として補助金を交付し、本県と県人会との連携を

強化した。なお、ペルー県人会については、新型コロナウイルス感染状況下、県人会としての活

動ができなかったため、助成申請がなかった。 

助成の対象となる香川県人会：アルゼンチン、パラグアイ、ブラジル、北伯、ペルー 

 

公 1（4） 情報収集及び提供・発信事業 

a. 機関誌「アイパル通信」の発行 （383 千円） 

国際交流・協力、多文化共生に関する情報提供、県民の当協会事業への参画、異文化理

解の促進や外国人住民への情報提供等を目的として、機関誌を発行、配付した。また、ホー

ムページに掲載し、より広く情報を発信するよう努めた。 

・発行回数： 年間 3回（4月、9月、1月） 

・発行部数： 各号 2,000部 

・配布先： 

県内教育機関、県内公立図書館、市町及び市町国際交流協会、在外香川県人会、購

読希望の県民、賛助会員 

※購読希望者には有料で販売（ホームページでの閲覧は可能） 

b. ホームページ及び Facebookでの情報提供                     (1,078 千円) 

ホームページやSNSを通じて、イベント情報や外国人住民へのお役立ち情報等を発信した。

若い世代への情報発信を強化するため、Facebook、LINE＠、YouTube、twitter及び Instagram

などの SNS を活用した。ホームページについては、県内在住外国人に合わせて機械翻訳を

18 ヶ国語対応とするなど、機能の拡充に努めた。 



c. アイパルお知らせメールの発信 （0 千円） 

協会主催の講座、イベント開催情報を携帯アドレス、パソコンアドレスの 2 グループに分け

て発信し、きめ細やかでタイムリーな情報提供に努めた。 

d. その他情報提供 （0 千円） 

南米を中心とした県出身海外居住者へ香川県の今の情報を伝え、郷土との絆を維持・深化

させることを目的に、自治体発行広報誌及び協会発行機関紙「アイパル通信」等を年 4回、南

米県人会に送付することとしているが、令和 4 年度も新型コロナウイルスの影響による海外郵

便事情により送付できなかった。 

また、外国人住民の自立と社会参画を促すことを目的に、県国際課「お役立ち情報提供制

度」に協力する形で、外国人住民に県内のイベントや日本語講座等の有益な情報の提供を

行った。 

 

公 1（5） 国際交流団体等の活動支援事業 

a. 国際交流事業等助成 （590 千円） 

県内の国際交流団体等の活動を支援するため、団体が行う事業に対し助成金を交付した。

（国際交流等 4団体 外国人住民支援 5団体） 

補助要件：国際交流、国際協力又は多文化共生を推進することを目的とする団体が行う、

本県の国際交流、国際協力若しくは多文化共生の推進に大きく寄与する事

業、又は、外国籍児童生徒・その保護者等への日本語又は母語による学習、

生活支援等の外国人住民支援事業のうち、先進的な事業。 

補助限度額：10万円 

b. 会議室等助成 （118 千円） 

会館を利用した国際交流事業等を行うとして申請のあった県内の国際交流団体等に対し、

当該会館利用料を助成した。（8団体 9件） 

 

公 1（6）  会館管理運営事業 （41,750 千円）  

a. 会館管理運営 

香川国際交流会館の指定管理者として、来館者・利用者の目線に立った適切なサービスの実

施に努めた。 

・会議室貸出管理（利用申請書の受付け、使用料の収納）の実施 

・施設、設備の「適切」な維持管理 

・協会、県内外国際交流団体等の広報チラシ・ポスター掲示等による情報提供 

・海外新聞（東亜日報などの海外新聞及び英字国内新聞）、海外雑誌、その他在住外国

人向け海外情報誌の閲覧提供 

 アイパル香川利用状況  
交流談話室利用者数 34,999 名 

図書閲覧室利用者数 8,570 名 

会議室利用 
件 数 980 件 

利用者数 21,455 名 

利 用 者 数 65,024 名 

 会館使用料の収納状況  

・件 数： 403件  ・収納金額：5,373,370円 

 



b. 会館活性化事業  

音響・映像設備、展示スペースなどの会館設備を活かし、多文化共生に関する交流会や映

画祭などを実施し、会館の利用者のさらなる増加に努めた。 
【交流フロアー】 

R4.4～R5.3（毎週火） 日本語サロン 500 名 

R4.6.12(日) アイパル・ＪＩＣＡ映画祭 60 名 

R4.7.3（日）、16（土）、12.4（日）、1.21

（土） 
国際理解講座 90 名 

R4.7.27（水）、28（木）、29(金)、8.2（火）、

3（水）、4（木） 
夏季アイパルこどもにほんご教室 102 名 

R4.8.21、28、9.4、11、18、25、10.2（日） 
外国にルーツをもつ子どものための日本語ボラン

ティア養成講座 
140 名 

R4.10.9(日) かがわ国際フェスタ 2022※ 100 名 

R4.10.28、R5.1.20、2.3、10（金） 外国語講座特別編 62 名 

R4.11.3（木・祝） 災害時における多言語情報伝達訓練 26 名 

R4.11.27（日） 
日中友好お笑い高座 中国語落語会「笑門来福」

※ 
60 名 

R4.12.18(日) クリスマス・イングリッシュ・アクティビティー※ 54 名 

R5.3.25（土）、28（火）、29（水）、30（木） 春季アイパルこどもにほんご教室 64 名 

交流フロアー利用 延べ人数 1,258 名 

※他団体との共催・協力後援事業 

c. ライブラリーの管理運営 

外国人住民の日本語学習などを支援するため、図書の閲覧・貸出を随時行った。また、多

文化共生社会の構築に向けた事業を進めていくうえで参考となる国際理解や多文化共生に

寄与する図書の充実に努めた。 

d. アイパル・JICA映画祭                                        

さまざまな国の映画を通じて、県民に多様な世界観や文化を感じ、国際理解を深める機会

を提供するため、JICA四国と共催で例年映画祭を開催している。 

なお、かがわ国際フェスタ 2022のオープニングイベントとして映画を上映した。(再掲) 
日時 内容 参加者数 

R4.6.12（日） 

13:00～16:30 

【ベトナムの紹介・体験談】 

発表者：大森 美和（青年海外協力隊経験者 職種 看護師）  

【映画上映】 

「ベトナムの風に吹かれて」 

制作国：日本・ベトナム合作 制作年：2015 年  

【講演】 

原作者：小松 みゆき氏（オンライン出演） 

【シネマトーク】 

司会：帰来雅基、中井今日子  

ゲスト：小松 みゆき氏（オンライン出演） 

50 名 

【アイパルプラザ】 

R4.6.1（水）～15(水) 香川県出身の JICA 海外協力隊パネル展 4,200 名 

R4.10.9(日)～11.8(火) かがわ国際フェスタ 2022※ 7,700 名 

R4.9.13（火）～21(木) 「空のない星～ホロコーストの子供たち」パネル展 2,500 名 

アイパルプラザ利用 延べ人数 14,400 名 



日時 内容 参加者数 

R4.10.9（日） 

13:30～16:00  

【南スーダンと JICA事業の紹介】 

発表者：JICA 南スーダン事務所 次長 山根 誠氏（オンライン出演） 

【映画上映】 

「戦火のランナー」 

制作国：アメリカ 制作年：2020 年 

【スーダン共和国の紹介・体験談】 

発表者：千頭 佐和子（青年海外協力隊経験者 職種 青少年活動）  

（オンライン出演） 

46 名 

 

 

公 2 国際交流、国際協力及び多文化共生社会を担う人材の育成を目的とした語学研修事業 

a. 外国語講座 （13,067千円） 

多くの県民に、外国語学習を通して外国の文化や習慣等について学び、国際理解を

深める機会を提供するとともに、多文化共生社会の実現に向けて、外国語でのコミュ

ニケーションが可能な人材の育成に貢献することを目的に、計 8 カ国語 31 講座（1 月

期は 30 講座）を開講した。 

講 座 区 分（講師名） 曜日／時間帯 期   間 受講者数 

 
英 
 
 
 

 
語 
 

基 
礎 

目で見て楽しく学ぶ 

簡単英会話 
（ブラスコ・ミゲル・イグナシオ） 

火 18：00～20：00 

6/7～9/13 16名 

92名 

9/27～12/20 10名 

1/17～3/14 9名 

Hello, English! 

基礎からの英会話 
（山下 知美 ライアン・ジョーンズ） 

金 10：00～12：00 

6/3～9/9 19名 

9/30～12/16 18名 

1/13～3/10 20名 

初 
級 

‘楽しくきちんと’ 

基本の英語 

(山下 知美) 
水 10：00～12：00 

6/1～9/7 17名 

174名 

9/21～12/14 17名 

1/11～3/8 17名 

Exploring English! 

 (イアン・アイアス) 
水 18：00～20：00 

6/1～9/7 5名 

9/21～12/14 6名 

1/11～3/8 5名 

Everybody English 
気軽に初級英会話 

(ライアン・ジョーンズ) 
木 13：00～15：00 

6/2～9/8 26名 

9/22～12/15 24名 

1/12～3/16 24名 

English Basics 
英語に磨きをかける 

(ライアン・ジョーンズ) 
土 13：00～15：00 

6/4～9/10 13名 

9/24～12/10 10名 

1/14～3/18 10名 

初
中
級 

Natural Communication 
-Fun Phrases and Expressions- 

(ポール・ロス・ロドリゲス) 
土 10：00～12：00 

6/11～9/17 9名 

18名 9/24～12/10 5名 

1/14～3/18 4名 

初
級
～ 

 
 

上
級 

英語の発音：Listening & 
Speaking Basics (Zoom) 
(ライアン・ジョーンズ) 

木 18：30～19：30 

5/12～7/28 18名 

24名 9/22～12/15 6名 

― ― 

中 
級 

総合英語中級 A 
（R.T.ウィリアムズ） 

（パトリック・スカンロン(3月以降)） 

火 18：00～20：00 

6/7～9/13 7名 

185名 

9/27～12/20 6名 

1/17～3/28 5名 

Engaging English 
（ライアン・ジョーンズ） 

水 10：00～12：00 

6/1～9/7 18名 

9/21～12/14 14名 

1/11～3/8 10名 



English Through  
Popular Media 

（ウィリアム・ヴォーグラー） 
水 18：00～20：00 

6/1～9/7 8名 

9/21～12/14 5名 

1/11～3/8 6名 

Fun and Useful English 
(ギド・カルデリニ) 

木 10：00～12：00 

6/2～9/8 17名 

9/22～12/15 16名 

1/12～3/16 14名 

総合英語中級 B 
(コリーン・マキョーン) 

金 10：00～12：00 

6/3～9/9 21名 

9/30～12/16 20名 

1/13～3/17 18名 

上 
級 

総合英語上級 
（ポール・バテン） 

金 18：00～20：00 

6/3～9/16 6名 

85名 

9/30～12/16 5名 

1/13～3/10 7名 

Insight into English 
(ライアン・ジョーンズ) 

土 10：00～12：00 

6/4～9/10 15名 

9/24～12/10 14名 

1/14～3/18 13名 

ニュースで学ぼう 
(R.T・ウィリアムズ) 

（イアン・アイアス(3 月以降)） 

土 13：00～15：00 

6/4～9/10 6名 

10/1～12/17 8名 

1/14～3/18 11名 

スペイン語 
スペイン語入門 
(中西 百合子) 

金 18：00～20：00 

6/3～9/9 16名 

45名 9/30～12/16 16名 

1/13～3/10 13名 

中国語 

中国語会話入門 
(同 林) 

水 18：00～20：00 

6/1～9/7 12名 

97名  

9/21～12/14 6名 

1/11～3/8 5名 

中国語入門 
(董琴) 

水 10：00～12：00 

6/1～9/7 9名 

9/21～12/14 8名 

1/11～3/8 7名 

中国語初級 
(何 燕萍) 

火 18：00～20：00 

6/7～9/13 13名 

9/27～12/20 14名 

1/17～3/14 11名 

中国語中級 
(毛 勇) 

木 18：00～20：00 

6/2～9/8 5名 

9/22～12/15 3名 

1/12～3/16 4名 

フランス語 

フランス語入門 
(太田 陽子) 

木 18：30～20：30 

6/2～9/15 5名 

113名 

9/22～12/15 6名 

1/12～3/23 6名 

フランス語初級 
 (ジェローム・ギラルディ) 

火 18：00～20：00 

6/7～9/13 14名 

10/4～12/27 15名 

1/17～3/14 15名 

フランス語中級 
 (ジェローム・ギラルディ) 

木 18：00～20：00 

6/2～9/15 11名 

9/22～12/15 9名 

1/12～3/16 9名 

フランス語上級 
 (ジェローム・ギラルディ) 

火 14：00～16：00 

6/7～9/13 9名 

10/4～12/27 7名 

1/17～3/14 7名 

ドイツ語 
ドイツ語入門 

(マリウス・アルベルス) 
木 18:00～20:00 

6/2～9/15 14名 

38名 9/22～12/15 11名 

1/12～3/16 13名 

韓国語 
入門・基礎の韓国語 

(井上 真希) 
土 10：00～12：00 

6/4～9/10 10名 
55名 9/24～12/10 8名 

1/14～3/18 10名 

英 

語 



 ※まん延防止等重点措置の実施に伴い、開講時期の延期を行った。 

4月期：開講時期の延期（6月 1日より開講） 

b. 外国語講座特別編 （６７千円） 

より多くの県民が気軽に外国語を学び、異なる言語や文化への理解を深める機会を提供す

ると同時に、当協会の事業への継続的な参加者を獲得すること、通年の外国語講座の充実

に向けてニーズを把握し、新規講座の可能性を探ることを目的として実施。 

令和 4 年度は在県外国人の多い国・地域の言語や文化について学び、親しむことができる

講座として、ベトナム語入門講座を実施した。また、ブラジルからの研修員やベトナム出身の

留学生などを講師に招き、ポルトガル語やベトナム語で会話を楽しむカフェトークを実施した。 

  

韓国語基礎会話 
(孔 塡栄) 

木 18：00～20：00 

6/2～9/8 9名 

9/22～12/22 6名 

1/12～3/16 4名 

韓国語中級 
(鄭 彩英) 

木 10：00～12：00 

6/2～9/8 4名 

9/22～12/28 2名 

1/12～3/16 2名 

イタリア語 
Andiamo in Italia! 

(ガリアルディ・マウリツィオ) 
(ガリアルディ・エリサベッタ(1～4 回目）) 

火 18：00～20：00 

6/7～9/13 11名 

29名 9/27～12/20 9名 

1/17～3/14 9名 

ロシア語 
簡単！ロシア語会話 

(十川 宣治) 
土 10：00～12：00 

6/4～9/10 11名 

35名 9/24～12/10 12名 

1/14～3/18 12名 

合計 990名 

講座名・日時・講師等講座名・講師 内容 参加者数 

講座 1 

ベトナム語入門講座 

R4.10.14、10.21、10.28（金） 

18:30-19:30 

講師：グエン・ティ・トゥイ・チン 

受講料：1,500円（賛助会員 1,300円） 

在県外国人の多い国・地域の言語や文化

について学び、親しむことができる講座とし

て、ベトナム語入門講座を実施。全 3 回の

講座の最終回にはベトナム出身のゲストを

招き、交流する時間を設けた。 

23名 

講座 2 

Café Talk♪ 

～ポルトガル語&ベトナム語編～ 

R5.1.20（金）、2.3（金）、2.10（金） 

18：30-19：30 

講師：[ポルトガル語] 

    ガブリエラ・マルチンス 

    ルカス・カルネイロ 

    磯部・ナターリア・ひとみ 

    [ベトナム語] 

    グエン・クアン・ミン 

    カップ・ティ・トゥ・タオ 

    グエン・ティ・テュ・グェット 

受講料：300円（賛助会員 200円） 

ブラジルから来県している研修員を講師と

してポルトガル語での会話を楽しむカフェト

ークを実施するとともに、10月に実施した外

国語講座特別編「ベトナム語入門講座」

で、ベトナム出身の留学生との交流が好評

であったことから、その留学生を講師として

ベトナムの文化を学んだり、ベトナム語を学

習できるカフェトークを実施。 

ポルトガル語： 

計 20名 

 

ベトナム語： 

計 19名 



事業報告の附属明細書 

 

1. 香川県への定期提出書類の提出について 

（1）第 43回評議員会において、令和 3年度事業報告及び収支決算の承認がなされた。それらの

書類を添付し、令和 4年 6月 23日付けで香川県に対して事業報告等の提出を行った。 

（2）第 113 回理事会において、令和 4 年度事業計画及び収支予算の承認がなされた。それらの

書類及び議事録を添付し、令和 5 年 3 月 24 日付けで香川県に対して事業計画書等の提出を

行った。 

 

2. 情報公開について 

（1）第 43 回評議員会において承認がなされた令和 3 年度に係る事業報告、事業報告の附属明

細書、貸借対照表、正味財産増減計算書、正味財産増減計算書内訳書、財務諸表に対する

注記、財産目録、令和 3年度に係る監査報告をホームページ上で公開した。 

（2）第 113 回理事会にて承認がなされた令和 4 年度に係る事業計画書及び収支予算書を、ホー

ムページで公開した。 

（3）定款又は評議員及び役員に変更が生じた場合には、遅滞なくホームページ上で公開している。 

 

3. 評議員及び役員の変更について 

氏名 資格 
選任／選定 
年月日 

就任／辞任 
年月日 

登記年月
日 

香川県への 
届出年月日 

※田村 真一 評議員 ― R4.6.30辞任 
R4.7.29 R4.8.10 

中林 大典 評議員 R4.6.30選任 R4.7.1就任 

※本山 秀樹 評議員 ― R4.8.31辞任 
R4.9.9 R5.3.19 

前田 政裕 評議員 R4.8.25選任 R4.9.1就任 

 ※木原 光治 理事 ― R5.1.31辞任 
R4.2.9 R5.3.19 

大西 正明 理事 R5.1.31選任 R5.2.1就任 

※小林 秀弥 理事 ― R5.2.26選任 
R5.4.26 R5.5.9 

山村 直史 理事 R5.2.26選任 R5.2.27選任 

※小野 修一 評議員 ― R5.3.31選任 
R5.4.26 R5.5.9 

和家 剛 評議員 R5.3.31選任 R5.4.1就任 

※西原 義一 評議員 ― R5.3.31選任 
R5.4.26 R5.5.9 

大山 智 評議員 R5.3.31選任 R5.4.1就任 

 ※尾崎 英司 理事 ― R5.3.31選任 
R5.4.26 R5.5.9 

桑原 仁 理事 R5.3.31選任 R5.4.1就任 

※鈴木 里枝 理事 ― R5.3.31選任 
R5.4.26 R5.5.9 

吉田 典子 理事 R5.3.31選任 R5.4.1就任 

※は辞任した評議員又は役員 
（令 5年 4月 1日現在及評議員及び役員名簿は別紙 1のとおり）  



【別紙 1】 

令和 5 年 4月 1 日現在の評議員及び役員名簿 

 

評議員                     任期：令和 6年開催定例評議員会終結時まで 

役 職 氏 名 所 属 ・ 役 職 

評議員会会長 筧  善 行 香川大学学長 

評 議 員 平田 喜一郎 元高松商工会議所副会頭 

評 議 員 相 川  恵 祐 NHK高松放送局長 

評 議 員 和 家  剛 西日本放送株式会社報道制作局長兼報道業務部長 

評 議 員 前 田  政 裕  
株式会社瀬戸内海放送 

報道クリエイティブユニット統括マネジャー 

評 議 員 岩 本  仟 子 元香川県児童福祉審議会委員 

評 議 員 山 下  直 子 香川大学教授 

評 議 員 谷 川  俊 博 香川県町村会会長 

評 議 員 大 山  智 香川県副知事 

評 議 員 中 林  大 典 高松市副市長 

 

 

役員                                   任期：令和 6年開催定例評議員会終結時まで 

役 職 氏 名 所 属 ・ 役 職 

理 事 長 多 田 野  榮 香川経済同友会特別幹事 

理 事 宮 武  卓 朗 香川県商工会連合会専務理事 

理 事 大 西  正 明 四国新聞社編集局次長兼報道部長 

理 事 橋 本  展 安 株式会社百十四銀行市場国際部副部長 

理 事 吉 峰  幸 久 株式会社香川銀行総合企画部上席調査役兼総合企画

部秘書室室長兼公益財団法人香川銀行青少年育成支

援財団 

理 事 山 村  直 史 独立行政法人国際協力機構四国センター所長 

理 事 桑 原  仁 香川県知事公室長 

専 務 理 事 吉 田  典 子 事務局長 

 

監 事 野 田  斉 元公益財団法人かがわ水と緑の財団理事長 

監 事 田 窪  滋 記 税理士 

 

 

 


